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 （社）日本補綴歯科学会 東関東支部学術大会参加の皆様へ 
 

1. 駐車場はございますが，混雑が予想されますので，なるべく公共交通機関をご利用下

さい． 

2. 参加章は学会受付にて当日会費 1,000円をお支払いの上，学術大会参加章をお受け取

り下さい．  

3. 参加章には，所属・氏名を記入の上，常時胸につけてご入場下さい． 

4. 質疑・討論のための発言者は座長の指示に従い，所定のマイクを使用して所属と氏名

を告げた後，要領よく簡潔に発現して下さい． 

5. 専門医の申請・更新について 

本学術大会出席者は 4単位の研修単位が与えられます．本学会専門医の申請あるいは

更新を希望する場合は，受付にて会員証のバーコードを読取機に通して下さい．会員

証のない方は，専門医研修カードを用意しておりますので受付に申し出て下さい． 

6. 社団法人 日本補綴歯科学会 東関東支部学術大会に参加（出席）した場合には，特別

研修として 10 単位が取得できます．なお，特別講演の単位登録には，受講研修登録

用 IC カードが必要ですので，ご自身の日歯 IC カードを必ずお持ち下さい． 

7. 学会会場におけるビデオ・写真等の撮影は発表者の著作権保護のため，禁止させてい

ただきます．なお，特別な事由がある場合には，大会長へお申し出下さい． 

8. 参加者は，共催の平成 24 年度 第 15 回千葉県歯科医学大会にも参加できます． 
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 大会会場のご案内 

 
京成ホテルミラマーレ（イル・ミラマーレ:16Ｆ） 

 （ホームページ： http://www.miramare.co.jp） 

  〒260-0014 千葉県千葉市中央区本千葉町15-1） 

  TEL 043（222）2111，FAX 043（222）3510 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会場までのアクセス 
 京成線千葉中央駅隣． 
 JR千葉駅東口下車徒歩 8分． 
 東京駅：総武本線快速（38分），JR千葉駅乗り換え，京成線千葉中央駅まで 1分． 
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 会場のご案内 

京成ホテルミラマーレ16Ｆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一般口演：イル・ミラマーレ 
一般口演受付：ホワイエ 
専門医ケースプレゼンテーション発表：ホワイエ 
 
 

 第 15 回千葉県歯科医学大会会場  

 

イル・ミラマーレ

ホワイエ

受付

専門医ケースプレ

ゼンテーション 

東関東支部総会・第16回学術大会
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 学会日程表 

 

開 催 日： 平成 24 年 11 月 18 日（日） 

会  場： 京成ホテルミラマーレ（イルミラマーレ，ホワイエ:16F ） 
      〒260-0014 千葉県千葉市中央区本千葉町15-1） 
      TEL 043(222)2111，FAX 043(222)3510 
大 会 長： 大川周治 
主  催： 明海大学歯学部機能保存回復学講座歯科補綴学分野内 
      〒350-0283 埼玉県坂戸市けやき台 1-1 
      TEL 049(285)5511 
      E-mail：hotetsu-higashikanto-2012@dent.meikai.ac.jp 
 
参 加 費：  1,000 円（当日受付） 
共  催： 平成 24 年度 第 15 回千葉県歯科医学大会 
後  援： 千葉県口腔保健大会，県民公開講座（特別講演） 
併  催： 生涯学習公開セミナー， 
      専門医研修会（2012 年 11 月 17 日） 

     CHIBA SKY WINDOWS 東天紅 東天の間（センシティタワー23Ｆ） 

     〒260-0028 千葉市中央区新町1000番地, TEL 043(238)5555   

イル・ミラマーレ ホワイエ ローズルーム6F

15:30

特別講演
（市民フォーラム）

17:00

12:00

専門医申請ケースプレ
ゼンテーション発表

東関東支部総会

休憩・会場整備
ポスター撤去

12:30

12:45

8:30

8:55

一般口演Ⅲ

10:55

受付（一般口演，専門医）

千葉京成ホテルミラマーレ16F

開会式

ポスター掲示

一般口演Ⅰ

一般口演Ⅳ

一般口演Ⅱ

10:25

8:30

閉会式

13:00

15:10

生涯学習公開セミナー

14:10

8:55

9:00

  

9:55

  

ポスター掲示

特別講演

10:55

12:00

12:30



 

 - 5 -

 発表される先生へ 

 一般口演発表  

 
1. 発表日時・会場 

平成 24 年 11 月 18 日（日）9:00～10:55 

イル・ミラマーレ（16Ｆ：第 12 会場） 

2. 発表方法 
1） 発表方法について 
(1) 口演発表は，発表8分，質疑応答2分です．質疑に関しては，座長の指示に従っ 

て下さい． 

(2) 発表終了時間になりましたら，チャイムにてお知らせいたしますので，時間厳 

守でお願い致します． 

(3) 次演者は，所定の位置（次演者席）にてお待ち下さい． 

 

2） プレゼンテーションについて 
(1) 口演は，すべて PC による発表（単写）とします． 

・ スライドやビデオは使用できませんのでご注意下さい． 

・ 発表時は，演台上のキーボードをご自身でご操作下さい． 

(2) 発表データは，USB メモリー，または，CD-R にて PC 受付へご提出下さい．な 

お，CD-R の書き込みは，ハイブリッド（ISO9660）フォーマットにより行って 

下さい． 

(3) 作成されたデータファイルには，「セクション番号・演者名・所属」を記載し 

て下さい． 

(4) 発表用の PC として，Windows7（Power Point 2010 インストール）を用意して 

おります． 

(5) Mac OS（Apple）をご使用の場合には，ご自身の PC をお持ち下さい． 

(6) 発表予定時刻の 30 分前までに，PC 受付（ホワイエ：16 F）にて発表データの 

試写確認ならびに提出を行って下さい）． 

(7) ご自身の PC をご持参される場合には，試写確認後に発表会場内の次演者席に 

て PC をお預かりいたします． 

 

 発表用データを持ち込まれる演者へ 
・ Microsoft Power Point 2010 で作成し，以下の OS 標準フォントをご使用くだ

さい. 

[日本語］MS ゴシック，MSP ゴシック，MS 明朝，MSP 明朝 

[英語］Arial，Arial Black，Arial Narrow，Century，Century Gothic，Courier， 

Courier New，Georgia，Times New Roman 

・ アニメーション，動画は使用可能ですが，Windows OS および Windows Media 

Player の初期状態に含まれているコーデックで再生できる動画ファイルをお

持ちください．なお，動画ファイルは MPEG1 形式を推奨いたします． 

・ ファイルサイズは，200MB 以内とします． 

・ 音声は，ご使用頂けません． 
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・ 発表に使用する PC の解像度は，XGA（1024×768）に統一しますので，ご使用

の PC 解像度を XGA に設定し，試写にて確認して下さい．XGA 以外の解像度設

定で作成の場合には，正しく映写されない場合がありますのでご注意下さい． 

・ メディアを介したウィルス感染の事例がありますので，最新のウィルスソフ

トにてスキャンを行って下さい． 

・ 発表データは，事務局で責任をもって消去いたします． 

 

 PC をご持参いただく演者へ 
・ 利用機種，OS，アプリケーションに制限はありませんが，D-sub15 ピンによる

モニター出力が必要です．一部のノートパソコンでは，本体付属外侮出力コ

ネクターが必用な場合ございますので，必ず各自でご用意下さい． 

・ 動画も使用可能ですが，PC 受付にて必ず，動作確認を行って下さい． 

・ 画面の解像度は，XGA（1024×768）に統一しますので，ご使用の PC 解像度を

XGA に設定し，試写にて確認して下さい．XGA 以外の解像度設定で作成の場合

には，正しく映写されない場合がありますのでご注意下さい． 

・ スクリーンセーバー，省電力設定，ウィルスチェックおよび起動時のパスワ

ードなどの設定は，予め解除しておいて下さい． 

・ 電源ケーブルを必ずご持参下さい．バッテリーでのご使用は，トラブルの原

因となります． 

・ 予備のバックアップデータを必ずお持ち下さい． 

・ 口演発表終了後は，会場内の次演者席の後席にて PC をご返却いたします．ス

ペースの関係上，口演終了後は速やかにお引き取り下さいますようお願い申

し上げます． 
 

3） 質疑応答について 
(1) 発表者は，座長の指示に従い，所定のマイクで所属，氏名を明らかにして，要 

領よく簡潔に質疑を行って下さい． 
(2) 円滑な進行のため，発言される方は，あらかじめ質問用マイクの付近へお越し 

下さい． 
 
3． 事後抄録について 
1） 支部大会用抄録用紙(事前抄録と同書式のデータ)を使用して作成して下さい. 
2） 必ず Windows word 形式で保存したデータと印刷物の両方提出をお願い致します．
データは原則として USB メモリでご持参下さい．抄録書式下半分の記入例，注意

事項を厳守して行って下さい． 

3） 発表受付時に，「スライド受付」に提出して下さい（図表不可）．発表しなかっ
た演題，当日までに事後抄録の提出がなかった演題は，学会記録に掲載致しませ

ん． 

 

座長の先生へ 

 一般講演の座長をされる先生は，ご担当のセッション開始 15分前までに所定の席（次
座長席）にお越し下さい． 
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単位: cm

写真 演題・発表者名・所属 

170 

130 
20 20 

100

20 
演題

番号

 

 専門医ケースプレゼンテーション発表 

1. 日時 

平成 24 年 11 月 18 日（日） 

8:55～12:30（展示） 

10:55～12:00（審査：1演題 30 分） 

 

2． 会場 
ホワイエ：16Ｆ 

3．発表方法 

1） 展示について 
（1） 受付は，平成 24 年 11 月 18 日（日） 

8:30～8:40 に行います． 

（2） 展示には，横 170×高さ 120cm の展示板

を用意します． 

（3） 展示板上に演題番号を大会事務局で用意

し表示します．演題，所属，氏名は発表

者が用意してください． 

（4） ポスターの展示版への取付けは，画鋲を

使用し，両面テープなどの粘着テープは

使用しないでください．画鋲は，会場に

用意してあります． 

（5） 字は見やすく，簡潔なものにして下さい． 

（6） その他の事項は，学会ホームページの「専

門医制度について」に準拠いたします． 

 

2) 審査について 

(1) 審査開始時刻の 10 分前には展示の前に待機して下さい． 

(2) 審査委員の指示に従い，10 分程度で説明を行ってください． 

(3) その後，申請者は審査委員の質疑を受けて下さい． 

   

 

4．ポスター発表の掲示・撤去 

1） 掲示は，以下の期間に行って下さい． 
平成 24 年 11 月 18 日（日）8:45～8:55 

2） 撤去は，以下の期間に行って下さい． 
平成 24 年 11 月 18 日（日）12:30～12:45 
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（社）日本補綴歯科学会 平成24年度 

東関東支部総会・第 16 回学術大会プログラム 
 

【午前の部】 

 

受付開始 8：30 
開会挨拶 8：55                       大会長 大川周治 
 
 

 一般口演発表（イル・ミラマーレ：16Ｆ） 
 

9：00～9：20 一般口演Ⅰ             座長 上田貴之 准教授（東歯大） 

 

1． 垂直顎間距離決定の基準下顎位に関する研究 
  －咬合支持の喪失が [ｎ] 持続発音位に及ぼす影響－ 

○ 遠藤 舞，松川高明，下川原 忍，曽根峰世，栗原美詠，草野寿之，奥津史子， 

豊田有美子，根来理沙，頼近 繁，眞木信太郎，濵坂弘毅，岡本和彦，大川周治 

  明海大学歯学部機能保存回復学講座歯科補綴学分野 

 

2． 上顎即時荷重インプラントのリスクファクターの検討 
- 術前 CTデータを用いた解析 - 
 ◯ 近藤祐介, 正木千尋, 向坊太郎, 城所愛美, 向井知理, 中本哲自, 細川隆司 

 九州歯科大学口腔再建リハビリテーション学分野 
【日歯生涯研修事業用研修コード 2608，2609】 

 

9：25～9：55 一般口演Ⅱ            座長 小林 平 准教授（日大松戸） 

 

3． 二酸化チタンコーティングを施した床用レジンの安全性  
 ‐表面粗さ及び皮膚への刺激性の検討‐ 

○ 辻 将，上田貴之，森 一成，吉田浩一，渡辺和宏，林 甫，冨山雅史※，櫻井 薫 
東京歯科大学有床義歯補綴学講座，※東京支部 

 

4． 骨粗鬆症モデルラットの骨形成に及ぼすフルバスタチン局所投与の影響 
 ○ 安田博光，三穂乙暁，佐藤 亨，新谷明昌，三橋富久子，永井理香 
東京歯科大学クラウンブリッジ補綴学講座 

 

5． 高出力コールドレーザー照射下による歯肉線維芽細胞のコラーゲン産生能の亢進 
○ 二瓶伸也，山田将博，中澤正博，西宮紘子，櫻井 薫 

東京歯科大学有床義歯補綴学講座 

【日歯生涯研修事業用研修コード 2608，2699】 
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10：00～10：20 一般口演Ⅲ              座長 猪野照夫 准教授（明海大学） 

 

6． 有床義歯補綴学教育における e-learningに対する学生の学習行動 
○ 義隆淑子, 植木克昌, 佐藤貴信, 中村耕実, 小出恭代, 井上正安, 伊藤誠康, 
大久保昌和, 石井智浩, 城野利盛, 谷 正明, 飯島守雄, 河相安彦 

 日本大学松戸歯学部有床義歯補綴学講座 

 

7． ヒト型患者ロボットシミュレーションシステム（SIMROIDⓇ）を用いた補綴歯科
研修，第 6報 

 ○ 秋山仁志１），宇塚 聡２），宮下 渉２），原  節宏１），羽村 章１） 

 日本歯科大学附属病院総合診療科１），矯正歯科２） 

【日歯生涯研修事業用研修コード 2199，2111】 

 

10：25～10：55 一般口演Ⅳ              座長 黒木俊一 准教授（日大松戸） 

 

8． 半透明ジルコニアと牛歯エナメル質の摩耗特性 
○ 原 舞，久永竜一，佐藤 亨，四ッ谷 護，腰原輝純，増田明香 
東京歯科大学 クラウンブリッジ補綴学講座 
 

9． 物性が異なるコア用レジンを用いた支台築造歯の有限要素解析 
  〇 勅使河原大輔，猪野照夫，大塚英稔，野露浩正，渡邉 明，飯塚知明，川田 祐， 
    藤田崇史，吉田有里，河合美貴子，藤澤政紀 

  明海大学歯学部機能保存回復学講座歯科補綴学分野 

 

10． 多点同時ひずみ解析による支台築造歯の破折様相 
○ 川邉崇史，野露浩正，佐藤雅介，日高達哉，勅使河原大輔，岩瀬直樹，遠藤 聡， 

    廣川琢哉，猪野照夫，＊高柳育行，藤澤政紀 
明海大学歯学部機能保存回復学講座歯科補綴学分野 

【日歯生涯研修事業用研修コード 2607】 

 

 

 

12：00～12：30 総会 

 

12：30～12：55 休憩・会場整備 
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 専門医ケースプレゼンテーション発表（ホワイエ：16Ｆ） 
 

10：55～11：25（審査 1） 

 

1． 排列位置および研磨面形態の改善により下顎顎義歯の安定を獲得した症例 
 ○隈倉慎介 

  東京歯科大学有床義歯補綴学講座 
 
 

11：30～12：00（審査 2） 

 

2． 上顎の著明な顎堤吸収に伴う維持・安定不良を改善した有床義歯補綴症例 
〇菅野京子 

  日本大学松戸歯学部有床義歯補綴学講座 
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【午後の部】 

 

 13：00～14：00 特別講演 

（イル・ミラマーレ 16Ｆ：第 12 会場）       

座長 早川琢郎先生 

（千葉県歯科医師会 生涯研修 担当理事） 

 

『 Full Mouth Rehabilitation 』 

講師：Choi, Dae-Gyun 先生（ Choi’s Dental Clinic ） 

【日歯生涯研修事業用研修コード 2606】 

 

 

 14：10～15：10 生涯学習公開セミナー  

（イル・ミラマーレ 16Ｆ：第 12 会場）      

座長 大川周治 教授（明海大学） 

 

『有床義歯における咀嚼機能検査 -先進医療に関連して-』 

講師：志賀 博  先生（日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第 1講座 教授） 

 

【日歯生涯研修事業用研修コード 3101】 

 

閉会の辞 

（社団法人 日本補綴歯科学会 東関東支部総会・第 16 回学術大会）15：10          
 

 

 

 15：30～17：00 県民公開講座（特別講演）       

  (ローズルーム 6Ｆ：第 1会場) 

座長 溝口万里子 先生 

（千葉県歯科医師会地域・産業保健 担当理事） 

 

『「食事・栄養・健康」― きちんと噛んで，楽しい食事 栄養は健康の源 ―』 

講師：森戸光彦 先生 

  （鶴見大学歯学部高齢者歯科学講座 教授・日本老年歯科医学会 理事長） 
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抄 録 

 
□ 特別講演 

 

□ 生涯学習公開セミナー 

 

□ 県民公開講座（特別講演） 

 

□ 一般口演発表 

No.1～No.10 

 

□ 専門医ケースプレゼンテーション発表 

 No.1～No.2 
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 特別講演 

13:00～14:00（イル・ミラマーレ 16F：第12会場） 

 

座長 早川琢郎 先生 

（千葉県歯科医師会 生涯研修 担当理事） 

 

「 Full Mouth Rehabilitation 」 

Choi, Dae-Gyun 

Choi’s Dental Clinic 

 

 Patients who need full-mouth rehabilitation are mostly in a state which 
is impossible to prosthetically restore in the present interocclusal 
position. Furthermore, even if full-mouth rehabiliation in the present 
interocclusal position is possible, patients may come across complications 
such as esthetic problems. 
 Factors for the success of full-mouth rehabilitation are diagnosis of 
parafunction of the oral and maxillofacial unit, including the tooth, 
dental arch, temporomandibular joint, and the neuromuscular unit and 
harmony of the occlusion, temporomandibular joint, and the neuromuscular 
unit. Therefore, reconstruction of the occlusion with the competent 
vertical and horizontal position is important. 
 Diagnostic wax-up on diagnostic models mounted with interocclusal records 
on semi-adjustable articulators to actualize the ideal occlusion is 
critical. In other words, occlusal reconstruction requires understanding 
of the interocclusal relation needed and the factors needed to transfer 
the ideal occlusion of the articulator intraorally. 
 Two principles are to be considered when solving cases in need of raising 
the occlusal vertical dimension. Firstly, maintenance of centric relation 
is the starting point of reestablishment of the occlusal vertical dimension. 
Secondly, the procedure needs to be in a neuromuscular range tolerable by 
the patient. However, recording the centric relation accurately and to 
transfer the information to the articulator for reconstruction of the 
functional occlusion is effort demanding. With careful diagnosis, history 
taking, intra-, extraoral examination, and examination of the condylar 
position, a reasonable hypothesis may be proposed. The proposed hypothesis 
needs to be verified through reversible treatments such as, occlusal 
splints and removable prostheses or irreversible treatments such as, 
provisional fixed partial denture. From the results of these verification 
procedures, the clinician must approach the definitive treatment with 
reliable guidelines. 
 I hope that this lecture would be of clinical interest and significance 
to clinicians preparing full-mouth rehabilitation cases. 
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< 專攻學力活動 > 

Seoul特別市 慶熙大學校 齒科大學 

日本 東京都 日本大學校 齒學部 齒科補綴學敎室(博士學位 取得) 

Seoul特別市 慶熙大學校 齒科大學 敎授 

硏究敎授 (University of Nebraska at Lincoln, USA) 

 

< 歷經  > 

日本齒科醫師免許 取得( 第 919 號) 

慶熙大學校 齒科大學 敎學課長 歷任 

慶熙大學校 齒科大學 補綴學科敎室 主任敎授 歷任 

慶熙大學校 齒科大學 附屬齒科病院 補綴科 科長 歷任  

慶熙大學校 大學院 齒科大學 大學院 主任敎授 歷任 

慶熙大學校 附屬齒科病院 診療部長 歷任 

慶熙大學校 附屬齒科病院 病院長 歷任 

現在 崔大均齒科醫院 及び 硏義齒補綴 究所 

 

< 學會活動 > 

大韓齒科補綴學會 會長 

大韓Sports齒醫學會 會長 

大韓老年齒醫科學會 會長 

大韓齒科補綴學會 顧問 

大韓Sports齒醫學會 顧問 

大韓老年齒醫科學會 顧問 

 

姓  名 : 崔   大均 

現住所 : 韓國 Seoul特別市 龍山區 瞳子洞 12番地 Gateway Tower 2層 

電  話 : 02-727-4055 (診), 02-727-4056 (fax) 

E-mail: choi@khu.ac.kr 
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 生涯学習公開セミナー 

 

14:10～15:10（イル・ミラマーレ 16F：第12会場） 

座長 大川周治 教授（明海大学） 

 

『有床義歯における咀嚼機能検査 ― 先進医療に関連して ―』 

志賀 博 
日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第１講座教授  

 

歯の欠損を有する患者への補綴歯科治療による咀嚼障害の改善効果が長期にわたって

維持されるためには，歯科補綴装置の調整や患者への指導等，適切な管理が必要不可欠

である.これによって患者の健康の維持・増進が図られる.補綴歯科治療後の調整・指導

などの管理を効果的に行うためには，治療前の咀嚼機能の障害度や治療後の咀嚼機能の

回復度を客観的に評価する必要がある.しかしながら，歯の欠損に伴う咀嚼障害を有す

る患者の機能評価は，主観的評価に委ねられているのが現状である. 

この問題に対応すべく，演者らは，歯科臨床の現場で活用できる検査法の確立を求め

て検討を重ね，簡便かつ客観的な咀嚼機能検査法を開発し，平成 23 年 3 月に先進医療

（技術名：有床義歯補綴治療における総合的咬合・咀嚼機能検査）として採用された. 

 本技術は，有床義歯装着患者を対象に行う下顎運動検査と咀嚼能力検査であり，装置

は，小型・軽量かつチェアサイドでの応用が容易であり，短時間で咀嚼機能を定量的に

評価できるものである.咀嚼時の運動経路は，有床義歯補綴治療前では，異常なパターン
が多いが，治療後では，正常なパターンに修正されること，また治療後に安定性を表す

指標値が有意に小さくなること，さらに治療後に，咀嚼能力を表すグルコースの溶出量

が有意に大きくなることなどが確認されている. 
有床義歯新製前のみならず，新製有床義歯装着後の調整時，有床義歯調整後の各段階

において，咬合状態及び咀嚼機能の改善状態をデジタル画像化や数値化し，客観的に把

握することにより，有床義歯装着後の義歯性潰瘍の発現の抑制，有床義歯補綴の長期的

な口腔への調和及び長期の安定使用等の効果が期待できる.また，有床義歯補綴治療とそ
の効果について，患者の理解を促進し，適切な義歯の指導・管理を行うことが可能とな

る.その結果，現有の歯の保全や口腔機能の回復・保全による健康増進に寄与することが
できるといえる. 
本セミナーでは，有床義歯における咀嚼機能検査について，先進医療に採用された技

術のあらましを説明させていただく. 
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略歴 

1979 年 同志社大学工学部電子工学科卒業 

1986 年 日本歯科大学歯学部卒業 

1990 年 日本歯科大学大学院歯学研究科修了（歯学博士） 

1990 年 日本歯科大学歯学部歯科補綴学第 1講座助手 

1991 年 日本歯科大学歯学部歯科補綴学第 1講座講師 

1992 年 アメリカミシガン大学歯学部客員講師 

1995 年 日本歯科大学歯学部歯科補綴学第 1講座助教授 

2004 年 日本歯科大学歯学部歯科補綴学第 1講座教授 

2006 年 日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第 1講座教授(現) 



 

 - 17 -

 県民公開講座（特別講演) 

15:30～17:00（ローズルーム 6F：第1会場） 

座長 溝口万里子 先生 

（千葉県歯科医師会 生涯研修 担当理事） 

 

『食事・栄養・健康 ― きちんと噛んで，楽しい食事 栄養は健康の源 ―』 

森戸光彦 

鶴見大学歯学部高齢者歯科学講座 教授 

日本老年歯科医学会 理事長 

 

 日常，当たり前のようにご飯を食べ，お菓子を食べ，お茶を飲みます．まさに生活そ

のもののようです．しかしこれは，健康であるから「当たり前」なのです．野生動物は

エサがなくなったり，捕れなくなったら，病気になるどころか，命をつなぐことすらで

きません．かといって，たとえ牛にとっての食べ物が豊富にあったとしても，ヒトは同

じものを食べては，生きていけません． 

 人類は，さまざまな知恵を集積し，血液の中に直接栄養を入れたり，胃や腸に直接食

べ物を流し込んだりすることで，生きられるようにしてしまいした．しかし，そこには

さまざまな問題があります．自分の歯で噛む（咀嚼する）ことがいかに大切であるか，

栄養を摂ることと健康との関係などを考えてみましょう． 

 まったく同じ食事でも，食事をする環境の違いで，取り込まれる栄養量は異なります．

初期の宇宙食のように完全に計算しつくされた栄養が込められたタブレットを定期的

に食べることで健康が保たれたでしょうか？ 家族みんなで楽しく食べるのと，冷えた

ご飯を一人で食べるのと，どちらが幸せですか？ 

 たくさん噛めば噛むほど，脳血流量は増加します．もちろん噛むという作業だけでは

なく，適度な運動をしても脳血流量は増加します．高齢になると運動量が低下するので，

咀嚼運動がとても有効になります．嚥下（飲み込み）に異常がないかぎり，いろいろな

食材を噛み応え良く調理することで，次第に元気になるといわれています． 

 世界の潮流は，栄養学から食事学に移行しているといわれています．食べたいものを

きちんと咀嚼し（噛んで），効率よく栄養を摂取するためにお口の環境をよりよく保ち

ましょう． 

 今回は，栄養や食事の基本的な概念とお口の機能との関連について勉強してみようと

思っています． 

 



 

 - 18 -

略歴 

1971 年 東京医科歯科大学歯学部卒業 

1971 年 鶴見大学歯学部歯科補綴学教室助手 

1976 年 鶴見大学歯学部歯科補綴学第 1講座講師 

1985 年 鶴見大学歯学部歯科補綴学第 3講座助教授 

1996 年 鶴見大学歯学部高齢者歯科学講座教授 

現在に至る 

 

【学会活動（抜粋）】 

日本老年歯科医学会理事長 

日本咀嚼学会副理事長 

日本歯科人間ドック学会副理事長 

日本歯学系学会協議会常任理事 

 

【著書（抜粋）】 

『高齢者歯科ガイドブック』（共著），医歯薬出版，2003． 

『改訂 歯科診療のための内科』（編著），永末書店，2011． 

『歯科衛生士講座 高齢者歯科学』（編著），永末書店，2012． 
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一般口演Ⅰ（9:00～9:20） 

1. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 一般口演発表 
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一般口演Ⅱ（9:25～9:55） 

3. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 
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5. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般口演Ⅲ（10:00～10:20） 

6. 
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7. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般口演Ⅳ（10:25～10:55） 

8. 
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9. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 
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専門医ケースプレゼンテーション発表（ホワイエ 6F） 

1. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 
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 専門医研修会  Prosthodontic Specialist Seminar 

  

会場：CHIBA SKY WINDOWS 東天紅 東天の間（センシティタワー23Ｆ） 

   〒260-0028 千葉市中央区新町1000番地  

   TEL：043（238）5555  

 

JR千葉駅 徒歩1分, 

   京成千葉線京成千葉駅 徒歩1分, 

   千葉都市モノレール１号線千葉駅 徒歩1分    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：2012年11月17日（土）17:00～19:00 

 

テーマ：「ここが肝心，有床義歯の臨床」 

 

座長 河相 安彦 先生 

（日本大学松戸歯学部有床義歯補綴学講座 教授） 

 

講師  

櫻井 薫 先生（東京歯科大学有床義歯補綴学講座 教授） 
岡根秀明 先生（明海大学 臨床教授） 
 

 専門医研修会参加単位登録  

2012年11月17日（土）に開催される専門医研修会終了後，会場出口にて会員証のバ
ーコードを読取機に通して下さい． 

  

東天紅 （センシティタワー23Ｆ） 

東天の間 

受付 エレベーターホール 



 

 - 26 -

 

 

『専門医としての総義歯への対応』 

櫻井 薫 

東京歯科大学有床義歯補綴学講座 教授  

 

 

 本学会の専門医審査のプレゼンテーションにおいて，初診時の情報が少ない発表があ

り，術後の評価の内容も薄く，はたして専門医に認定していいものか疑問に思うことが

あります．有床義歯に限らず診療行為を行うにあたって重要なことは，「患者を知る」

ことです．患者を知るには適切な診査を行う必要があります．無歯顎患者の初診時に行

う診療行為が，問診と概形印象だけでは専門医とはいえません． 

 診断をして治療方針を決定するには，初診時の診査が重要です．治療方針とは単に，

「上顎は金属床で」というように補綴装置を選ぶことではなく，補綴治療のアウトカム

を念頭に置いて戦略を練ることです．すなわち咀嚼機能，発音機能，審美性，快適性（装

着感），対応性（修理のしやすさ），耐久性，負担（肉体的，時間的），不利益（疼痛

などの副作用），コストを考慮して治療計画を立てます．そして装着後にはその戦略が

成功したかどうかの評価を行わなければなりません． 

専門医は，患者が満足して補綴装置を使用してもらえるように専門的な知識と技能を

提供できなければなりません．素晴らしいテクニックを修得しているだけでは専門医と

はいえないと考えます． 

 今回は，診査事項を提示して，それが後にどのようにアウトカムに影響するかを解説

したいと思います． 

本学会では平成 4年 6月に認定医制度を発足させ，平成 17 年 8 月に専門医制度に変更

しました．現在本学会では専門医を約 1,150 名有しておりますが，年々増加していると

はいえません．いまだ専門医が数名という県も存在します．ぜひ多くの方が専門医を取

得して，本学会がさらなる公益性を発揮できればと願います． 

 

キーワード：有床義歯，診査，診療計画，印象採得，咬合採得 

 

略歴： 

1978 年 東京歯科大学卒業 

1982 年 東京歯科大学大学院歯学研究科修了 学位受領（歯学博士） 

1984 年 米国タフツ大学歯学部 Visiting Assistant Professor (1986 年まで) 

1997 年 東京歯科大学有床義歯補綴学講座主任教授 

社団法人日本補綴歯科学会 常務理事，指導医および専門医 

 

一般社団法人日本老年歯科医学会 副理事長，指導医および専門医 

日本歯科医学教育学会 副理事長
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『超高齢社会の有床補綴臨床に関する検討』 
                      岡根秀明 

明海大学臨床教授 
 
 
 有床補綴臨床に対する補綴歯科専門医の役割は，超高齢社会を迎えた今日，ますます

増大するものと考えられます． 欠損補綴治療に対するインプラントの適用率は補綴臨
床のオプションの域を出ない程度にとどまっており，再生医療についても広く社会に応

用されるまでには未だかなりの時間を要することが明らです．したがって，有床補綴臨

床には依然として高い社会的需要が存在するため，良質な有床補綴治療の提供は補綴歯

科専門医の責務であると思われます． 
 現在の有床補綴臨床は，超高齢社会の到来と患者意識の変化によって，内容の修正が

必要になっています．つまり，有床補綴学の体系化が進んだ 1970 年代に対象となって
いた患者の解剖学的条件，生理学的条件等と，現在の患者のそれらとの間には無視でき

ない相違が認められ，臨床術式の再検討が必要になっているわけです．加えて，歯周疾

患に罹患した歯牙に対する保存の要求，補綴装置に対する期待の高度化等，患者意識の

変化によって，問題解決がより困難になってきました． 
 そこで今回は，限られた時間ではありますが，超高齢社会において起こりうる上述の

諸問題の一部について，専門医諸兄と共に考えてみたいと思います． 
 
 
キーワード：超高齢社会 印象採得 人工歯 

 

略歴：  

昭和 56 年  広島大学歯学部講師 

昭和 60 年  明海大学歯学部講師 

昭和 63 年  昭和大学歯学部講師 

平成 07 年  岡山大学歯学部講師 

平成 16 年 明海大学臨床教授 

 

日本補綴歯科学会代議員 

日本補綴歯科学会専門医認定委員 
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 平成 24 年度 第 15 回千葉県歯科医学大会のお知らせ 

 

本学会と共催で平成 24 年度 第 15 回千葉県歯科医学大会が開催されます． 

特別講演では，韓国京畿道歯科医師会より Choi, Dae-Gyun 先生をお招きしまして，

「Full Mouth Rehabilitation」の講演をしていただきます．また，県民公開講座（特

別講演）では「食事・栄養・健康」― きちんと噛んで，楽しい食事 栄養は健康の源 ―

をテーマとして，鶴見大学歯学部高齢者歯科学講座 教授 森戸光彦 先生の講演をはじ

め，一般口演発表，ポスター発表，特別講演，ランチョンセミナー等多数の催しが行わ

れます．また，2012 千葉デンタルショーも開催されます． 

補綴学会の参加章にて入場できますので，奮ってご参加下さい． 

プログラムの詳細については，当日，歯科医学大会の受付にてご確認下さい．  
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後 援 

 

千葉県歯科医師会 

明海大学 

明海大学歯学部同窓会 

 

広告掲載企業 

 

株式会社 松風 

株式会社 学建書院 

株式会社 トクヤマ 

株式会社 ジーシー 

株式会社 モリタ 

株式会社 コマツ 

株式会社 ニッシン 

ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社 

（順不同）  

 

 

 

 平成 24 年度 社団法人日本補綴歯科学会 東関東支部総会・第 16 回学術大会開催に

あたりまして，上記団体・企業から多大なご支援を頂戴致しております．ここにお名

前を掲げさせて頂きまして，厚く御礼を申し上げます． 

大会長 大川周治  
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株式会社 松風 
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株式会社 学建書院 
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株式会社 トクヤマ 
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ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 ニッシン 
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